
スタート

①次の下線部の読みをひらがなで右の解答欄に記入しましょう。

1 試合は序盤から荒れた。
物事のはじめの段階。

〔 〕

2 演説会に熱烈な支持者が集まった。
感情が高ぶって勢いが激しいさま。

〔 〕

3 消費者の需要に応える商品を作る。
求めること。入り用。

〔 〕

4 一代で世界有数の富豪になった。
たくさんの財産がある人。大金持ち。財産家。

〔 〕

ステップ１
① 1 じょばん 2 ねつれつ 3 じゅよう 4 ふごう

② 1 オ：拠 2 ア：精 3 オ：尋 4 エ：刺
③ 1 普通 2 返却 3 貯蓄 4 終盤

（ ）年 （ ）組 氏名（ ）

こたえ

ステップ１

言葉の意味と使い方

言葉の意味や使い方を確認しながら、文の内容を正しく理解しましょう。
意味を理解できていると、文章を読んだり書いたりするときに役立ちます！

②次の下線部のカタカナにあてはまる漢字を選択肢から選び、右の解答欄に記号で記入しましょう。

1 根キョのない憶測にすぎない。
よりどころ。物事を成り立たせるもとになるもの。

〔 〕

2 バレエの練習にショウ進する。
あることに打ちこんでひたすら励むこと。

〔 〕

3 ジン常な雨の降り方ではない。
ふつう。あたりまえ。人並み。

〔 〕

4 現代の世相を風シする。
それとなく皮肉ること。特に、社会や人物の欠点や罪悪などを、遠回しにおもしろく批評すること。

〔 〕

③次の下線部のカタカナを漢字に直して右の解答欄に記入しましょう。

1 彼の嘆きようはフツウではなかった。
これといって変わっておらず、ありふれていること。

〔 〕

2 図書館に本をヘンキャクする。
借りた物や預かった物を戻すこと。

〔 〕

3 将来のためチョチクにはげむ。
金銭などをたくわえること。また、そのたくわえたもの。

〔 〕

4 試合はシュウバンに差しかかった。
物事の終わりに近い段階。

〔 〕

ア:精 イ:将 ウ:床 エ:称 オ:性

言葉が身につく学び方 サポートプリント①

言葉を身につける学習ってどんなもの？

言葉を身につけるためには、その言葉が読める・書けることだ
けではなく、言葉の意味と使い方を理解し、さらに言葉と言葉
の関係性を整理することが必要です。

言葉の意味をチェックしながら進めましょう！

ア:許 イ:居 ウ:距 エ:巨 オ:拠

ア:臣 イ:仁 ウ:陣 エ:尽 オ:尋

ア:資 イ:旨 ウ:視 エ:刺 オ:司

言葉が
身につく

言葉の
意味・使い方
理解

読める力
書ける力

言葉の
関係性整理

この歯車だけでは
うまく動かない︕

ステップ1で学習した語の意味を踏まえて、対義語・類義語を整理しましょう。
対義語・類義語を知っていると、場面や内容に合わせて適切な言葉を選べます！

①次の意味にあてはまる語を選択肢から選び、漢字に直して解答欄に記入しましょう。

1 金銭や物品を借りて使うこと。 〔 〕
2 ふつう。あたりまえ。人並み。 〔 〕
3 たくさんの財産がある人。 〔 〕

次のひらがなを漢字に直して□に入れて対義語・類義語を作り、右の解答欄に一字記入しましょう。

消費：金品･時間･体力などを使い尽くすこと。

ステップ1・2で学習した言葉が身についたかどうか、確かめましょう！

1 借 2 給 3 序 4 蓄 5 烈 6 努 7 通 8 富 9 拠 10 肉

②次の（ ）内に最もふさわしい語を選択肢から選び、漢字に直して解答欄に記入しましょう。

1 （ ）から優勢に戦いをすすめる。 〔 〕
2 科学的な（ ）に欠ける。 〔 〕
3 （ ）な歓迎を受ける。 〔 〕

①1 借用 2 尋常 3 富豪 ②1 序盤 2 根拠 3 熱烈

長者：①大金持ち。②人の上に立つすぐれた人。長老。

類

義

語

6 精進 － □力 〔 〕

7 尋常 － 普□ 〔 〕

8 長者 － □豪 〔 〕

9 理由 － 根□ 〔 〕

10風刺 － 皮□ 〔 〕

対

義

語

1 返却 － □用 〔 〕

2 需要 － 供□ 〔 〕

3 終盤 － □盤 〔 〕

4 消費 － 貯□ 〔 〕

5 冷静 － 熱□ 〔 〕

きゅう ・ きょ ・ しゃく ・ じょ ・ ちく ・ つう ・ ど ・ にく ・ ふ ・ れつ

ステップ2

言葉と言葉の関係性

ステップ3

確認問題

ステップ2

ステップ3

こたえ

きふ ・ しゃくよう ・ じゅよ ・ どくせん

いじょう ・ かんじょう ・ じんじょう ・ へんじょう

えんじゃ ・ ちょしゃ ・ ふごう ・ しそん

じゅんじ ・ じょばん ・ とうらい ・ みてい

こんきょ ・ しょうにん ・ てんよう ・ ろうほう

きはく ・ せいこう ・ ねつれつ ・ れいたん

わからない言葉の意味は、辞書やインターネットですぐに調べる習慣をつけましょう！

わかっているつもりの言葉でも、いざ自分で使おうとすると正しく使うことができないこともあります。
小説、漫画、音楽（歌詞）…、身の回りのさまざまな言葉が自分の言葉の世界を広げるきっかけになりますよ。
さっそく次の文の言葉の意味を調べてみましょう！

悪魔との契約を履行する。 永い眠りから覚醒し、真の力が発現した。

学習指導要領解説では「語彙は、全ての教科等における資質・能⼒の育成や学習の基盤となる⾔語能⼒を⽀
える重要な要素である。」とし、語感を磨き語彙を豊かにすることを重要視しています。これは単純に⾔葉
をたくさん知っていることだけではなく、それぞれの⾔葉を理解・運⽤することを含んでおり、量と質の両
⾯をのばす学習が求められています。
⽇常⽣活でよく⽿にする⾔葉は、その意味や使い⽅に⾃然と触れることができますが、中学⽣以降に出会う
語はそのようなものばかりではないため、意味や使い⽅を意識的に確認しなければいけません。あわせて、
出会う⾔葉の量も膨⼤になるので、適切に使うためにはそれらの⾔葉を整理しておく必要があります。
⼩論⽂や⾯接など、様々な場⾯で⾃分の考えを的確に、あるいは効果的に伝えられる⼒をつけるため、
「⾔葉が⾝につく学び⽅」を体験できるプリントを作成しました。
⽣徒⾃らが語彙学習の有⽤性を実感するきっかけとして、ぜひご活⽤ください。

⾔葉を⾝につける学習ってどんなもの？
⾔葉を⾝につけるためには、
その⾔葉が読める・書けることだけではなく、
⾔葉の意味と使い⽅を理解し、さらに
⾔葉と⾔葉の関係性を整理することが必要です。

3つのステップで「言葉が身につく学び方」を体験！

※このプリントは漢検4級・3級の過去問題を利⽤して作成しました。

言葉の意味と使い方

出題される⾔葉の意味が添えられている
ので、⾔葉の意味を確認し、⽂の内容を
理解して問題に取り組むことができます。

⾔葉の⼒をのばす「最初の⼀歩」をこのプリントがサポート︕

「⾔葉が⾝につく学び⽅」サポートプリントのご紹介

プリントで
学び方を
体験

「⾔葉が⾝につく学び」の実践は学習の場⾯に限りません。⼩説・漫画・
テレビ・⾳楽（歌詞）・SNSの投稿など、⾝の回りのさまざまな物事は
すべて、⾃分の⾔葉を広げるきっかけになります。
インターネットや辞書アプリを活⽤して、気になった⾔葉をすぐに調べるこ
とを習慣にするのがおすすめです。

「⾔葉の意味と使い⽅」「⾔葉と⾔葉の関係性」がポイント︕
たとえば…
・数学や理科などで使われる⾔葉の意味を調べる。（例︓因数・培養など）
・新しく⾔葉を学んだときに、その⾔葉と同じ意味や反対の意味の⾔葉を調べる。

今までの漢字学習にプラス！

日々
実践

言葉の力が
UP!

全ての教科の基盤「語彙」

言葉と言葉の関係性

ステップ１で出題された⾔葉を中⼼に、
⾔葉と⾔葉の関係性（対義・類義関係）
を整理します。関係性を整理することで、
⾔葉の意味と使い⽅の理解がより深まり
ます。

確認問題

ステップ１・２の学習を通して「⾔葉」が
⾝についたかどうか、問題を通して
確認します。

ステップ1

ステップ2

ステップ3

言葉が
身につく

言葉の
意味・使い方
理解

読める力
書ける力

言葉の
関係性整理

この歯車だけでは
うまく動かない︕


